
第１４号議案

芦屋市大学等入学支援基金条例の一部を改正する条例の制定について

芦屋市大学等入学支援基金条例の一部を改正する条例を別紙のように定める。

令和４年２月１５日提出

                        芦屋市長 伊 藤  舞

提案理由

経済的な理由により大学等への進学が困難な者に対し受験料支援金を給付する制

度を設けることに伴い，給付金の名称を改めるため，この条例を制定しようとするも

の。
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芦屋市条例第  号

芦屋市大学等入学支援基金条例の一部を改正する条例 

芦屋市大学等入学支援基金条例（平成２９年芦屋市条例第４号）の一部を次のように改正する。 

 次の表中下線又は太枠の表示部分（以下改正前の欄にあっては「改正前部分」と，改正後の欄にあっては「改正後部分」と

いう。）については，次のとおりとする。 

 (1) 改正前部分及びそれに対応する改正後部分が存在するときは，当該改正前部分を当該改正後部分に改める。 

 (2) 改正前部分のみ存在するときは，当該改正前部分を削る。 

 (3) 改正後部分のみ存在するときは，当該改正後部分を加える。 

改正後 改正前 

（設置） （設置） 

第１条 向学心を持ちながら，経済的な理由により学校教育法（昭

和２２年法律第２６号）第１条に規定する大学（大学院を除く。）

並びに高等学校，中等教育学校の後期課程及び特別支援学校のそ

れぞれの専攻科並びに高等専門学校（第１学年から第３学年まで

を除く。）への入学が困難な者に対して入学支援金を給付し，も

って教育の機会均等を図るため，芦屋市大学等入学支援基金（以

下「基金」という。）を設置する。 

第１条 向学心を持ちながら，経済的な理由により学校教育法（昭

和２２年法律第２６号）第１条に規定する大学（大学院を除く。）

並びに高等学校，中等教育学校の後期課程及び特別支援学校のそ

れぞれの専攻科並びに高等専門学校（第１学年から第３学年まで

を除く。）への入学が困難な者に対して入学支度金を給付し，も

って教育の機会均等を図るため，芦屋市大学等入学支援基金（以

下「基金」という。）を設置する。 

附 則 

この条例は，令和４年４月１日から施行する。 
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参 照 

芦屋市大学等入学支援基金条例の一部改正要綱

１ 改正の趣旨

経済的な理由により大学等への進学が困難な者に対し受験料支援金を給付する制

度を設けることに伴い，給付金の名称を改めるため，この条例を制定しようとする

もの。

２ 改正の内容

現行の大学等入学支度金に加え，新たに大学等の受験料相当額に対して支援金を

給付するため，下記のとおり給付金の名称を改める。 

 改正案 現 行 

名   称 大学等入学支援金 大学等入学支度金 

給付内容 

（規則で定める）

・入学支度金 

（大学等の入学金相当額

に対する支援） 

・受験料支援金 

（大学等の受験料相当額

に対する支援） 

・入学支度金 

（大学等の入学金相当額

に対する支援） 

３ 施行期日 

令和４年４月１日 
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大学等受験料等支援金制度 概要 ①

○平成２９年度に芦屋市大学等入学支度金制度を創設

○国の高等教育無償化の開始に伴い，本市の実施する対象者と支給対象が重複したことから，申請件数及び給付額が大幅に減少

◇制度拡充の背景

高校と大学の就学支援制度の切れ目になっていることから，芦屋市独自の施策として，大学等入
学支度金に加えて，受験料等を給付する制度に拡充

○対象校 学校教育法第１条に規定する学校
（大学・短期大学・高等学校専攻科・中等教育学校の後期課程の専攻科・特別支援学校専攻科・高等専門学校（第１～３学年を除く））

○対象者 (１)高等教育の修学支援新制度の第Ⅰ区分認定者（非課税世帯相当）で令和４年度以降の大学等の
受験生

(２)申請時点で１年以上継続して芦屋市に住所を有しているかた

◇制度の概要

大学等入学支援金

大学等受験料等支援金（※制度拡充分） 大学等入学支度金（現行制度より変更なし）

上限１０万円

・受験料実費負担額
ただし，３校までとし，１校あたり35,000円を上限とする。
・合否不問

上限２０万円

※高等教育の修学支援新制度による減免適用後の実費負
担額について支給（実際に入学した大学等の入学料のみを
対象）
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大学等受験料等支援金制度 概要 ②

○国公立（前期）

共通テスト18,000円+2次17,000円＝35,000円（1校分）

○国公立（後期） 2次17,000円（1校）

自己負担合計 52,000円 全額給付

◇大学受験料（参考）

受験校 区 分 受験料

大学入学共通テスト
２教科以下 １２，０００円

３教科以上 １８，０００円

私立大学 一般選抜 約３５，０００円
※歯学部・医学部は約４０，０００円～約６０，０００円

国公立大学 ２次試験（前期・中期・後期） 約１７，０００円

◇申請の例 ① 国公立２校・私立１校

○国公立（前期）

共通テスト18,000円+2次17,000円＝35,000円（1校分）

○私立 35,000円（1校）

○国公立（中期） 2次17,000円（1校）

自己負担合計 87,000円 全額給付

◇申請の例 ② 国公立２校

◇申請の例 ③ 国公立１校・私立２校

○国公立（前期）

共通テスト18,000円+2次17,000円＝35,000円（1校分）

○私立 35,000円×2校＝70,000円（２校）

自己負担合計 105,000円 100,000円給付（上限）

◇申請の例 ④ 国公立１校・私立（医学部）１校

○国公立（前期）

共通テスト18,000円+2次17,000円＝35,000円（1校分）

○私立（医学部） 60,000円（1校） 1校上限35,000円

自己負担合計 95,000円 70,000円給付
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ライフステージ別 各種給付・貸付制度

小学校・中学校 高校受験 高校 大学等受験 大学等

生
活
保
護
世
帯

生
活
保
護
世
帯
・
非
課
税
世
帯
共
通

非
課
税
世
帯

教育扶助

・学用品費
・教材代
・学校給食費
・交通費
・クラブ活動費

就学援助費

・校外活動費
・修学旅行費
・体育実技用具
・卒業アルバム代

就学援助費

・学用品費
・通学用品費
・新入学学用品費
・学校給食費
・医療費
・通学費
・オンライン学習通信費

生業扶助

・学用品費
・教材代
・交通費
・クラブ活動費
・入学料

高等学校等
就学支援金制度

高校生等奨学給付金

進学準備給付金

高等教育の修学支援
新制度
・授業料等減免制度
（高等教育無償化）
・給付型奨学金

大学等入学支度金

社会福祉協議会

県

国

生活保護世帯・
非課税世帯
共に給付なし

生業扶助

・入学考査料

芦屋市奨学金

市

・就学支度費
・教育支援費
【貸付・無利子】

・就学支度費
・教育支援費
【貸付・無利子】

社会福祉協議会

市

日本学生支援機構
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